
「瑞穂区在宅医療・介護連携会議」では、「在宅療養における情報共有をスムーズにするこ

と」などを課題として取り上げ、多職種で取り組みを検討しております。

療養者を支援する上で、医療・介護の専門職が多職種間で情報共有を行う際に、どのような

ことを心がけていけばよいでしょうか。事例を通して、一緒に考えてみませんか。

ぜひ、皆様のご参加をお待ちしています！

●日時 令和6年10月10日(木)13:30～15:00(受付開始13:00)

●場所 瑞穂区役所講堂
(瑞穂区瑞穂通3丁目32番地)

●対象 区内で在宅医療・介護に携わる多職種

●定員 60名

＊日本医師会生涯教育制度の単位が取得できます
CC13：医療と介護および福祉の連携(1.0単位)
主催：瑞穂区在宅医療・介護連携推進会議

問い合わせ：名古屋市はち丸在宅支援センター(運営：一般社団法人名古屋市医師会) 地域連携グループ瑞穂区担当

TEL 052-971-0874(代)

お申込み
参加希望の方は9/30(月)までに下記URLまたはQRコードよりお申し込みください。

プログラム

1.講義 「個別事例から場面ごとの連携ポイントを学ぶ」

座長 加藤 徹哉先生 TKクリニック

～在宅療養時～

講師 成田 達彦先生 医療法人 成田外科
～入退院時～

石川 貴康氏 名古屋市立大学病院
～看取り期～

今泉 厚紀氏 ケアプランセンター陽明

2.グループワーク 「在宅療養者のより良い連携につなげるために」

https://forms.gle/iXXVVT8pCPLjGC5PA

在宅療養に関する情報共有を
スムーズにすることを考える
～事例から連携のポイントを学ぶ～

https://forms.gle/iXXVVT8pCPLjGC5PA


下記URLへアクセスしてください。右記のQRコードからもアクセス可能です１

申込フォームに必要事項をすべて入力して 送信 を押してください。

参加申し込み方法
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https://forms.gle/iXXVVT8pCPLjGC5PA

＊9/30(月)までにお申し込みください

https://forms.gle/iXXVVT8pCPLjGC5PA

